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比
自
岐
地
区
は
伊
賀
市
の
南
東
部
に
あ

り
、
比
自
岐
区
、
摺
見
区
、
岡
波
区
の
３

つ
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
四

方
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
特
有
の
気
候
条

件
に
よ
り
１
日
の
気
温
較
差
が
比
較
的
大

き
く
、
き
れ
い
な
水
に
恵
ま
れ
た
稲
の
生

育
に
適
し
た
地
域
で
、
集
落
内
を
木
津
川

の
支
流
比
自
岐
川
、
御
代
川
が
流
れ
る
自

然
豊
か
な
農
村
地
域
で
す
。
ま
た
、
伊
賀

市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
比
自
岐
神
社
祇
園
踊
り
」
な
ど
の
伝
統

文
化
が
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に

も
古
い
集
落
で
す
。

　

２
０
１
２
年
９
月
末
現
在
の
世
帯
数
は

１
８
９
世
帯
、
人
口
は
５
６
３
人
で
、
そ

の
う
ち
65
歳
以
上
の
人
口
は
２
３
０
人
、

比
率
と
し
て
40
・
９
％
で
、
高
齢
者
の
割

合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民

自
治
協
議
会
活
動
を
は
じ
め
、
地
区
内
事

業
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
方
の
高
齢
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
で
２
０
０
４
年
11
月
に
伊

賀
市
が
誕
生
し
、
自
立
し
た
ま
ち
の
実
現

の
た
め
、
同
年
12
月
に
市
の
憲
法
と
も
い

う
べ
き
「
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
で
は
、
住
民

自
ら
が
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
が

各
地
域
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
で
の
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
小
学
校
区
単

位
に
お
い
て
住
民
自
治
協
議
会
を
自
発
的

に
設
置
す
る
こ
と
が
条
例
に
定
め
ら
れ
、

比
自
岐
地
区
に
お
い
て
も
２
０
０
５
年
２

月
27
日
に
「
比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

発
足
後
、
比
自
岐
地
区
の
各
区
長
、
住

民
自
治
協
議
会
の
役
員
な
ど
が
中
心
と
な

っ
て
、「
比
自
岐
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、７
つ
の
柱
（「
企
画
交
流
の
促
進
」、「
福

祉
の
増
進
」、「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」、

「
教
育
文
化
の
充
実
」、「
産
業
振
興
の
促

進
」、「
生
活
環
境
の
保
全
」、「
交
通
の
確

保
・
促
進
」）に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
部
会（
企

画
交
流
、
福
祉
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育

文
化
、
産
業
振
興
、
生
活
環
境
、
交
通
）

を
設
置
し
、
各
部
会
で
具
体
的
な
事
業
の

検
討
を
行
い
、
各
分
野
の
計
画
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
各
部
会
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
農
林
業
を
生

か
し
た
交
流
事
業
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
）
に
取
り
組
む
と
い
う
発
足
時
の
大
き

な
方
針
に
基
づ
き
、
三
重
農
林
水
産
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
助
言
の
も
と
、
農

村
文
化
と
漁
村
文
化
の
交
流
と
い
う
こ
と

で
、
協
議
会
発
足
後
に
答
志
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の

活
動
に
相
互
が
参
加
す
る
な
ど
、
交
流
は

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
、
行
政
と
地
域

と
を
つ
な
ぐ
窓
口
が
住
民
自
治
協
議
会
に

一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
自

治
会
と
住
民
自
治
協
議
会
と
が
窓
口
と
し

て
並
立
し
て
い
る
状
態
で
し
た
が
、
一
本

化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
市
内
の
各
自
治

会
に
委
託
さ
れ
て
い
た
広
報
の
配
布
や
各

種
委
員
の
推
薦
な
ど
、
合
計
20
の
業
務
に

つ
い
て
は
伊
賀
市
と
住
民
自
治
協
議
会
と

の
協
定
に
基
づ
き
、
各
地
区
で
業
務
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
比
自
岐
地
区
に
お
い
て

も
、
事
業
や
各
種
委
員
会
の
あ
り
方
な
ど

を
検
討
し
、
活
動
内
容
が
重
複
し
て
い
た

も
の
を
住
民
自
治
協
議
会
の
部
会
活
動
に

組
み
入
れ
る
な
ど
の
見
直
し
も
図
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議
会

に
は
以
下
の
６
つ
の
部
会
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
自
治
会
部
会

行
政
と
の
協
定
に
基
づ
く
20
項
目
の
業

務
（
広
報
の
配
布
、
地
区
要
望
の
取
り

ま
と
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど

各
種
委
員
の
推
薦
等
）
の
実
施
。

・
企
画
交
流
部
会

地
区
内
住
民
交
流
の
た
め
の
事
業
や
、

農
村
文
化
と
漁
村
文
化
の
交
流
と
し
て

答
志
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
。

・
健
康
福
祉
部
会

高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し
老
人
の
健
康
促

進
、
世
代
間
交
流
活
動
、
健
康
促
進
事

業
な
ど
の
実
施
。

・
教
育
文
化
部
会

伝
統
芸
能
の
伝
承
、
生
涯
学
習
や
人
権

啓
発
活
動
な
ど
の
実
施
。

・
産
業
振
興
部
会

特
産
品
（
比
自
岐
ブ
ラ
ン
ド
）
の
開
発
、

農
業
体
験
を
含
む
近
郊
都
市
住
民
と
の

交
流
事
業
な
ど
の
実
施
。

・
生
活
環
境
安
全
部
会

環
境
美
化
の
推
進
、
防
災
設
備
点
検
や

防
災
訓
練
な
ど
の
実
施
。

　

こ
れ
ら
の
部
会
を
中
心
と
し
て
、
各
実

行
委
員
会
と
連
携
し
て
各
種
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
以
下
、
具
体
的
な
事
業
に
つ

い
て
主
な
も
の
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

・
ホ
タ
ル
祭
り

　

ホ
タ
ル
祭
り
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
企
画
交
流
部
会
、
生
活
環
境
安
全
部

会
が
連
携
し
て
毎
年
６
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
で
開
催
13
回
目
を
数
え
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
観
賞
が
で
き
る
き
れ
い
な
川

の
環
境
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
保
全

の
意
識
を
高
め
、
ホ
タ
ル
に
よ
る
地
域
お

こ
し
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
上
野
生
涯
学
習
推
進

会
議
「
上
野
ホ
タ
ル
の
会
」
の
協
力
も
得

て
、
河
川
敷
で
の
ホ
タ
ル
観
賞
や
環
境
に

関
す
る
講
演
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
地
区
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
光
景
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

・
比
自
岐
神
社
祇
園
祭

　

祇
園
踊
り
保
存
会
が
中
心
と
な
り
、
教

育
文
化
部
会
が
連
携
し
て
毎
年
７
月
の
第

４
日
曜
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
祭
り
の
中
で

披
露
さ
れ
る
「
比
自
岐
神
社
祇
園
踊
り
」

は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
歴
史
あ
る
踊
り
で
、
祭
り
衣
装

を
身
に
着
け
た
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
、

太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
踊
り
ま
す
。
か
つ
て

は
雨
乞
い
の
た
め
の
「
か
ん
こ
踊
り
」
だ

っ
た
も
の
が
、
現
在
の
よ
う
な
「
祇
園
踊

り
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
で
は
「
祇
園
さ
ん
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
お
り
、
祭
り
を
通
し
て
地
区
内

交
流
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
答
志

と
の
交
流
の
一
つ
と
し
て
、
祭
り
の
開
催

日
に
答
志
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
、
実

際
に
祇
園
踊
り
を
観
て
も
ら
う
機
会
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

・
憩
い
の
部
屋

　

健
康
福
祉
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。
憩
い
の
部
屋
は
、
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
２

０
１
２
年
３
月
に
開
設
さ
れ
、
現
在
休
校

中
の
小
学
校
空
き
教
室
を
利
用
し
て
毎
月

１
回
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
参
加
型
の
歌
教

室
や
ゲ
ー
ム
、
地
元
保
育
所
の
園
児
と
の

交
流
、
花
見
な
ど
の
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
等
、
様
々
な
催
し
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

・
コ
ス
モ
ス
祭
り

　

比
自
岐
地
区
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

大
き
な
地
域
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
住
民
自
治
協
議
会
も
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
地
区
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
10
月
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
20
回
目
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
転
作
田
や
休
耕
田
な
ど

を
利
用
し
て
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
し
、
田
園

景
観
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
区
住
民

や
近
郊
住
民
と
の
交
流
の
場
、
地
区
農
産

物
の
販
売
や
Ｐ
Ｒ
を
行
う
場
と
し
て
祭
り

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
開
催
に
向
け
て
、
年
間
通
し
て

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
祭
り
会
場
周
辺

の
整
備
や
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
、
収
穫
体

験
の
た
め
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
な
ど
、
地

区
住
民
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
地
区

全
体
で
イ
ベ
ン
ト
を
手
作
り
し
て
い
ま

す
。

　

祭
り
会
場
で
は
、
伊
賀
市
や
比
自
岐
地

区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
飲
食
店
な
ど
の
ブ
ー

ス
が
並
び
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜
の
販
売
、

農
協
に
よ
る
米
消
費
拡
大
の
啓
発
企
画
と

し
て
餅
つ
き
の
実
演
試
食
会
も
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
交
流
の
あ
る
答
志
の
方
に
も

来
て
い
た
だ
き
、
海
産
物
の
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
比
自
岐
地
区
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
、
毎
年
地
区
内
外
か

ら
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
地
区

の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
住
民
自
治
協
議
会
で

は
、
地
区
内
の
各
種
委
員
会
等
と
連
携
し

て
様
々
な
地
域
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た
も
の
は
一
部

で
あ
り
、
地
区
体
育
祭
や
納
涼
祭
り
な
ど

も
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
新
し
く
始
ま
っ

た
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
の
多
く
は
住
民
自
治
協
議
会
が
発

足
す
る
以
前
か
ら
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た

事
業
で
あ
り
、
以
前
か
ら
自
治
会
や
各
実

行
委
員
会
が
行
っ
て
い
た
事
業
に
住
民
自

治
協
議
会
が
関
わ
っ
て
現
在
ま
で
継
続
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
な
ど
の
形
態
が
変
わ
っ
て

も
同
じ
事
業
を
継
続
で
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
地
区
住
民
が
地
元
を
想
う
意
識

や
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
は
今
も
昔
も

変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

し
か
し
一
方
で
、
地
区
の
高
齢
者
の
割

合
が
40
％
を
超
え
て
い
る
な
か
、
今
後
は

活
動
の
継
承
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
活
動
の
継
続
に
つ
い
て
様
々
な

年
代
が
話
し
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
住
民

自
治
協
議
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
資
料
提
供　

比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議
会
）

保
育
所
の
設
備
・
運
営
な
ど
の
分
野
別
に

自
治
体
の
制
定
状
況
や
課
題
と
、
東
京
都

内
の
自
治
体
に
お
け
る
条
例
制
定
や
権
限

移
譲
に
つ
い
て
事
例
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
か
ら
、

「
地
域
主
権
改
革
の
現
状
と
課
題
」
と
題

し
て
特
別
報
告
が
あ
っ
た
。

　

特
別
報
告
で
は
、
地
域
主
権
改
革
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
進
捗
状
況
、
第
１

次
一
括
法
、
第
２
次
一
括
法
の
概
要
と
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「『
義
務
・
枠
』

見
直
し
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
未
来
」
と
題

し
、
地
方
自
治
総
合
研
究
所
所
長
の
辻
山

幸
宣
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
香
川
大
学
法
学

部
教
授
の
三
野
靖
さ
ん
、
日
本
大
学
経
済

学
部
教
授
の
沼
尾
波
子
さ
ん
、
兵
庫
県
議

会
議
員
の
黒
田
一
美
さ
ん
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

地
域
主
権
一
括
法
の
施
行
に
伴
い
、
国

か
ら
地
方
公
共
団
体
に
権
限
が
移
譲
さ

れ
、
県
や
市
町
村
の
権
限
は
増
え
る
も
の

の
、
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
国
の
基
準
を
条
例
化
す
る
と

い
う
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
。
自
治
体
の

条
例
施
行
期
日
が
２
０
１
３
年
４
月
１
日

の
た
め
、
こ
の
12
月
が
本
格
的
な
条
例
制

定
の
時
期
に
な
る
が
、
地
域
ご
と
の
事
情

を
考
え
て
、
地
域
に
あ
っ
た
最
適
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
条
例
化
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
県
の
基

準
と
市
町
村
と
の
基
準
を
ど
の
よ
う
に
整

合
性
を
と
る
の
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
意
見
を
ふ
ま
え
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
し
て
は
、
地
域
に
最
適
な
基
準

を
決
定
す
る
に
は
地
域
住
民
の
意
見
を
聴

き
、
条
例
に
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

比
自
岐
の
概
要

事
業
の
具
体
的
な
内
容

比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議
会
の
概
要

〜
伊
賀
市
比
自
岐
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
〜

三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー 
主
任
研
究
員
　
森
本
　
智
也

住
民
自
治
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

に
な
る
と
い
う
現
状
を
再
認
識
し
、
自
治

体
で
ど
の
よ
う
に
条
例
化
を
進
め
て
い
く

べ
き
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
。

　

一
括
法
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

し
て
は
、
２
０
１
１
年
４
月
28
日
に
第
１

次
一
括
法
が
成
立
し
、
義
務
付
け
・
枠
付

け
の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
と
し

て
、
公
営
住
宅
の
整
備
基
準
及
び
収
入
基

準
の
条
例
委
任
な
ど
41
法
律
の
改
正
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
８
月
26
日
に
第
２

次
一
括
法
が
成
立
し
、
基
礎
自
治
体
へ
の

権
限
移
譲
の
関
係
で
47
法
律
の
改
正
、
第

１
次
一
括
法
に
続
く
義
務
付
け
・
枠
付
け

の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
と
し
て

１
６
０
法
律
の
改
正
が
図
ら
れ
て
き
た
。

２
０
１
２
年
３
月
９
日
に
は
、
第
３
次
一

括
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
基
準
、
消
防
長
及
び
消

防
署
長
の
資
格
の
条
例
委
任
な
ど
69
法
律

の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

集
会
で
は
初
め
に
、
東
京
自
治
研
セ
ン

タ
ー
研
究
員
の
伊
藤
久
雄
さ
ん
か
ら
、「
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
係
る
条
例

制
定
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　

報
告
で
は
、
公
営
住
宅
の
入
居
基
準
や

　

９
月
11
日
、
東
京
・
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ

エ
フ
に
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
括
法
条

例
化
と
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

地
域
主
権
一
括
法
（
第
１
次
一
括
法
、

第
２
次
一
括
法
）
の
施
行
を
受
け
て
、
地

域
主
権
改
革
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

国
が
一
律
に
決
定
し
て
自
治
体
に
義
務
付

け
て
き
た
施
設
・
公
物
管
理
の
基
準
等
を
、

各
自
治
体
に
お
い
て
２
０
１
３
年
３
月
末

ま
で
に
条
例
化
し
て
自
ら
決
定
す
る
こ
と

り
、
同
時
に
、
自
治
体
に
か
か
る
財
政
負

担
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
、
単
純
な
コ
ス

ト
削
減
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
の
財
政
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
と
い
う
提
起

が
な
さ
れ
た
。
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比
自
岐
地
区
は
伊
賀
市
の
南
東
部
に
あ

り
、
比
自
岐
区
、
摺
見
区
、
岡
波
区
の
３

つ
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
四

方
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
特
有
の
気
候
条

件
に
よ
り
１
日
の
気
温
較
差
が
比
較
的
大

き
く
、
き
れ
い
な
水
に
恵
ま
れ
た
稲
の
生

育
に
適
し
た
地
域
で
、
集
落
内
を
木
津
川

の
支
流
比
自
岐
川
、
御
代
川
が
流
れ
る
自

然
豊
か
な
農
村
地
域
で
す
。
ま
た
、
伊
賀

市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
比
自
岐
神
社
祇
園
踊
り
」
な
ど
の
伝
統

文
化
が
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に

も
古
い
集
落
で
す
。

　

２
０
１
２
年
９
月
末
現
在
の
世
帯
数
は

１
８
９
世
帯
、
人
口
は
５
６
３
人
で
、
そ

の
う
ち
65
歳
以
上
の
人
口
は
２
３
０
人
、

比
率
と
し
て
40
・
９
％
で
、
高
齢
者
の
割

合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民

自
治
協
議
会
活
動
を
は
じ
め
、
地
区
内
事

業
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
方
の
高
齢
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
で
２
０
０
４
年
11
月
に
伊

賀
市
が
誕
生
し
、
自
立
し
た
ま
ち
の
実
現

の
た
め
、
同
年
12
月
に
市
の
憲
法
と
も
い

う
べ
き
「
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
で
は
、
住
民

自
ら
が
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
が

各
地
域
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
で
の
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
小
学
校
区
単

位
に
お
い
て
住
民
自
治
協
議
会
を
自
発
的

に
設
置
す
る
こ
と
が
条
例
に
定
め
ら
れ
、

比
自
岐
地
区
に
お
い
て
も
２
０
０
５
年
２

月
27
日
に
「
比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

発
足
後
、
比
自
岐
地
区
の
各
区
長
、
住

民
自
治
協
議
会
の
役
員
な
ど
が
中
心
と
な

っ
て
、「
比
自
岐
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、７
つ
の
柱
（「
企
画
交
流
の
促
進
」、「
福

祉
の
増
進
」、「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」、

「
教
育
文
化
の
充
実
」、「
産
業
振
興
の
促

進
」、「
生
活
環
境
の
保
全
」、「
交
通
の
確

保
・
促
進
」）に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
部
会（
企

画
交
流
、
福
祉
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育

文
化
、
産
業
振
興
、
生
活
環
境
、
交
通
）

を
設
置
し
、
各
部
会
で
具
体
的
な
事
業
の

検
討
を
行
い
、
各
分
野
の
計
画
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
各
部
会
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
農
林
業
を
生

か
し
た
交
流
事
業
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
）
に
取
り
組
む
と
い
う
発
足
時
の
大
き

な
方
針
に
基
づ
き
、
三
重
農
林
水
産
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
助
言
の
も
と
、
農

村
文
化
と
漁
村
文
化
の
交
流
と
い
う
こ
と

で
、
協
議
会
発
足
後
に
答
志
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の

活
動
に
相
互
が
参
加
す
る
な
ど
、
交
流
は

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
、
行
政
と
地
域

と
を
つ
な
ぐ
窓
口
が
住
民
自
治
協
議
会
に

一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
自

治
会
と
住
民
自
治
協
議
会
と
が
窓
口
と
し

て
並
立
し
て
い
る
状
態
で
し
た
が
、
一
本

化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
市
内
の
各
自
治

会
に
委
託
さ
れ
て
い
た
広
報
の
配
布
や
各

種
委
員
の
推
薦
な
ど
、
合
計
20
の
業
務
に

つ
い
て
は
伊
賀
市
と
住
民
自
治
協
議
会
と

の
協
定
に
基
づ
き
、
各
地
区
で
業
務
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
比
自
岐
地
区
に
お
い
て

も
、
事
業
や
各
種
委
員
会
の
あ
り
方
な
ど

を
検
討
し
、
活
動
内
容
が
重
複
し
て
い
た

も
の
を
住
民
自
治
協
議
会
の
部
会
活
動
に

組
み
入
れ
る
な
ど
の
見
直
し
も
図
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議
会

に
は
以
下
の
６
つ
の
部
会
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
自
治
会
部
会

行
政
と
の
協
定
に
基
づ
く
20
項
目
の
業

務
（
広
報
の
配
布
、
地
区
要
望
の
取
り

ま
と
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど

各
種
委
員
の
推
薦
等
）
の
実
施
。

・
企
画
交
流
部
会

地
区
内
住
民
交
流
の
た
め
の
事
業
や
、

農
村
文
化
と
漁
村
文
化
の
交
流
と
し
て

答
志
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
。

・
健
康
福
祉
部
会

高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し
老
人
の
健
康
促

進
、
世
代
間
交
流
活
動
、
健
康
促
進
事

業
な
ど
の
実
施
。

・
教
育
文
化
部
会

伝
統
芸
能
の
伝
承
、
生
涯
学
習
や
人
権

啓
発
活
動
な
ど
の
実
施
。

・
産
業
振
興
部
会

特
産
品
（
比
自
岐
ブ
ラ
ン
ド
）
の
開
発
、

農
業
体
験
を
含
む
近
郊
都
市
住
民
と
の

交
流
事
業
な
ど
の
実
施
。

・
生
活
環
境
安
全
部
会

環
境
美
化
の
推
進
、
防
災
設
備
点
検
や

防
災
訓
練
な
ど
の
実
施
。

　

こ
れ
ら
の
部
会
を
中
心
と
し
て
、
各
実

行
委
員
会
と
連
携
し
て
各
種
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
以
下
、
具
体
的
な
事
業
に
つ

い
て
主
な
も
の
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

・
ホ
タ
ル
祭
り

　

ホ
タ
ル
祭
り
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
企
画
交
流
部
会
、
生
活
環
境
安
全
部

会
が
連
携
し
て
毎
年
６
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
で
開
催
13
回
目
を
数
え
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
観
賞
が
で
き
る
き
れ
い
な
川

の
環
境
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
保
全

の
意
識
を
高
め
、
ホ
タ
ル
に
よ
る
地
域
お

こ
し
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
上
野
生
涯
学
習
推
進

会
議
「
上
野
ホ
タ
ル
の
会
」
の
協
力
も
得

て
、
河
川
敷
で
の
ホ
タ
ル
観
賞
や
環
境
に

関
す
る
講
演
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
地
区
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
光
景
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

・
比
自
岐
神
社
祇
園
祭

　

祇
園
踊
り
保
存
会
が
中
心
と
な
り
、
教

育
文
化
部
会
が
連
携
し
て
毎
年
７
月
の
第

４
日
曜
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
祭
り
の
中
で

披
露
さ
れ
る
「
比
自
岐
神
社
祇
園
踊
り
」

は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
歴
史
あ
る
踊
り
で
、
祭
り
衣
装

を
身
に
着
け
た
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
、

太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
踊
り
ま
す
。
か
つ
て

は
雨
乞
い
の
た
め
の
「
か
ん
こ
踊
り
」
だ

っ
た
も
の
が
、
現
在
の
よ
う
な
「
祇
園
踊

り
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
で
は
「
祇
園
さ
ん
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
お
り
、
祭
り
を
通
し
て
地
区
内

交
流
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
答
志

と
の
交
流
の
一
つ
と
し
て
、
祭
り
の
開
催

日
に
答
志
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
、
実

際
に
祇
園
踊
り
を
観
て
も
ら
う
機
会
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

・
憩
い
の
部
屋

　

健
康
福
祉
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。
憩
い
の
部
屋
は
、
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
２

０
１
２
年
３
月
に
開
設
さ
れ
、
現
在
休
校

中
の
小
学
校
空
き
教
室
を
利
用
し
て
毎
月

１
回
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
参
加
型
の
歌
教

室
や
ゲ
ー
ム
、
地
元
保
育
所
の
園
児
と
の

交
流
、
花
見
な
ど
の
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
等
、
様
々
な
催
し
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

・
コ
ス
モ
ス
祭
り

　

比
自
岐
地
区
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

大
き
な
地
域
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
住
民
自
治
協
議
会
も
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
地
区
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
10
月
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
20
回
目
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
転
作
田
や
休
耕
田
な
ど

を
利
用
し
て
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
し
、
田
園

景
観
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
区
住
民

や
近
郊
住
民
と
の
交
流
の
場
、
地
区
農
産

物
の
販
売
や
Ｐ
Ｒ
を
行
う
場
と
し
て
祭
り

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
開
催
に
向
け
て
、
年
間
通
し
て

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
祭
り
会
場
周
辺

の
整
備
や
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
、
収
穫
体

験
の
た
め
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
な
ど
、
地

区
住
民
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
地
区

全
体
で
イ
ベ
ン
ト
を
手
作
り
し
て
い
ま

す
。

　

祭
り
会
場
で
は
、
伊
賀
市
や
比
自
岐
地

区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
飲
食
店
な
ど
の
ブ
ー

ス
が
並
び
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜
の
販
売
、

農
協
に
よ
る
米
消
費
拡
大
の
啓
発
企
画
と

し
て
餅
つ
き
の
実
演
試
食
会
も
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
交
流
の
あ
る
答
志
の
方
に
も

来
て
い
た
だ
き
、
海
産
物
の
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
比
自
岐
地
区
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
、
毎
年
地
区
内
外
か

ら
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
地
区

の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
住
民
自
治
協
議
会
で

は
、
地
区
内
の
各
種
委
員
会
等
と
連
携
し

て
様
々
な
地
域
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た
も
の
は
一
部

で
あ
り
、
地
区
体
育
祭
や
納
涼
祭
り
な
ど

も
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
新
し
く
始
ま
っ

た
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
の
多
く
は
住
民
自
治
協
議
会
が
発

足
す
る
以
前
か
ら
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た

事
業
で
あ
り
、
以
前
か
ら
自
治
会
や
各
実

行
委
員
会
が
行
っ
て
い
た
事
業
に
住
民
自

治
協
議
会
が
関
わ
っ
て
現
在
ま
で
継
続
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
な
ど
の
形
態
が
変
わ
っ
て

も
同
じ
事
業
を
継
続
で
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
地
区
住
民
が
地
元
を
想
う
意
識

や
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
は
今
も
昔
も

変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

し
か
し
一
方
で
、
地
区
の
高
齢
者
の
割

合
が
40
％
を
超
え
て
い
る
な
か
、
今
後
は

活
動
の
継
承
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
活
動
の
継
続
に
つ
い
て
様
々
な

年
代
が
話
し
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
住
民

自
治
協
議
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
資
料
提
供　

比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議
会
）

保
育
所
の
設
備
・
運
営
な
ど
の
分
野
別
に

自
治
体
の
制
定
状
況
や
課
題
と
、
東
京
都

内
の
自
治
体
に
お
け
る
条
例
制
定
や
権
限

移
譲
に
つ
い
て
事
例
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
か
ら
、

「
地
域
主
権
改
革
の
現
状
と
課
題
」
と
題

し
て
特
別
報
告
が
あ
っ
た
。

　

特
別
報
告
で
は
、
地
域
主
権
改
革
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
進
捗
状
況
、
第
１

次
一
括
法
、
第
２
次
一
括
法
の
概
要
と
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「『
義
務
・
枠
』

見
直
し
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
未
来
」
と
題

し
、
地
方
自
治
総
合
研
究
所
所
長
の
辻
山

幸
宣
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
香
川
大
学
法
学

部
教
授
の
三
野
靖
さ
ん
、
日
本
大
学
経
済

学
部
教
授
の
沼
尾
波
子
さ
ん
、
兵
庫
県
議

会
議
員
の
黒
田
一
美
さ
ん
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

地
域
主
権
一
括
法
の
施
行
に
伴
い
、
国

か
ら
地
方
公
共
団
体
に
権
限
が
移
譲
さ

れ
、
県
や
市
町
村
の
権
限
は
増
え
る
も
の

の
、
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
国
の
基
準
を
条
例
化
す
る
と

い
う
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
。
自
治
体
の

条
例
施
行
期
日
が
２
０
１
３
年
４
月
１
日

の
た
め
、
こ
の
12
月
が
本
格
的
な
条
例
制

定
の
時
期
に
な
る
が
、
地
域
ご
と
の
事
情

を
考
え
て
、
地
域
に
あ
っ
た
最
適
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
条
例
化
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
県
の
基

準
と
市
町
村
と
の
基
準
を
ど
の
よ
う
に
整

合
性
を
と
る
の
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
意
見
を
ふ
ま
え
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
し
て
は
、
地
域
に
最
適
な
基
準

を
決
定
す
る
に
は
地
域
住
民
の
意
見
を
聴

き
、
条
例
に
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

ホタル祭りの様子

今
後
の
課
題

に
な
る
と
い
う
現
状
を
再
認
識
し
、
自
治

体
で
ど
の
よ
う
に
条
例
化
を
進
め
て
い
く

べ
き
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
。

　

一
括
法
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

し
て
は
、
２
０
１
１
年
４
月
28
日
に
第
１

次
一
括
法
が
成
立
し
、
義
務
付
け
・
枠
付

け
の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
と
し

て
、
公
営
住
宅
の
整
備
基
準
及
び
収
入
基

準
の
条
例
委
任
な
ど
41
法
律
の
改
正
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
８
月
26
日
に
第
２

次
一
括
法
が
成
立
し
、
基
礎
自
治
体
へ
の

権
限
移
譲
の
関
係
で
47
法
律
の
改
正
、
第

１
次
一
括
法
に
続
く
義
務
付
け
・
枠
付
け

の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
と
し
て

１
６
０
法
律
の
改
正
が
図
ら
れ
て
き
た
。

２
０
１
２
年
３
月
９
日
に
は
、
第
３
次
一

括
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
基
準
、
消
防
長
及
び
消

防
署
長
の
資
格
の
条
例
委
任
な
ど
69
法
律

の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

集
会
で
は
初
め
に
、
東
京
自
治
研
セ
ン

タ
ー
研
究
員
の
伊
藤
久
雄
さ
ん
か
ら
、「
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
係
る
条
例

制
定
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　

報
告
で
は
、
公
営
住
宅
の
入
居
基
準
や

　

９
月
11
日
、
東
京
・
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ

エ
フ
に
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
括
法
条

例
化
と
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

地
域
主
権
一
括
法
（
第
１
次
一
括
法
、

第
２
次
一
括
法
）
の
施
行
を
受
け
て
、
地

域
主
権
改
革
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

国
が
一
律
に
決
定
し
て
自
治
体
に
義
務
付

け
て
き
た
施
設
・
公
物
管
理
の
基
準
等
を
、

各
自
治
体
に
お
い
て
２
０
１
３
年
３
月
末

ま
で
に
条
例
化
し
て
自
ら
決
定
す
る
こ
と

り
、
同
時
に
、
自
治
体
に
か
か
る
財
政
負

担
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
、
単
純
な
コ
ス

ト
削
減
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
の
財
政
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
と
い
う
提
起

が
な
さ
れ
た
。
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比
自
岐
地
区
は
伊
賀
市
の
南
東
部
に
あ

り
、
比
自
岐
区
、
摺
見
区
、
岡
波
区
の
３

つ
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
四

方
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
特
有
の
気
候
条

件
に
よ
り
１
日
の
気
温
較
差
が
比
較
的
大

き
く
、
き
れ
い
な
水
に
恵
ま
れ
た
稲
の
生

育
に
適
し
た
地
域
で
、
集
落
内
を
木
津
川

の
支
流
比
自
岐
川
、
御
代
川
が
流
れ
る
自

然
豊
か
な
農
村
地
域
で
す
。
ま
た
、
伊
賀

市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
比
自
岐
神
社
祇
園
踊
り
」
な
ど
の
伝
統

文
化
が
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に

も
古
い
集
落
で
す
。

　

２
０
１
２
年
９
月
末
現
在
の
世
帯
数
は

１
８
９
世
帯
、
人
口
は
５
６
３
人
で
、
そ

の
う
ち
65
歳
以
上
の
人
口
は
２
３
０
人
、

比
率
と
し
て
40
・
９
％
で
、
高
齢
者
の
割

合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民

自
治
協
議
会
活
動
を
は
じ
め
、
地
区
内
事

業
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
方
の
高
齢
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
で
２
０
０
４
年
11
月
に
伊

賀
市
が
誕
生
し
、
自
立
し
た
ま
ち
の
実
現

の
た
め
、
同
年
12
月
に
市
の
憲
法
と
も
い

う
べ
き
「
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
で
は
、
住
民

自
ら
が
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
が

各
地
域
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
で
の
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
小
学
校
区
単

位
に
お
い
て
住
民
自
治
協
議
会
を
自
発
的

に
設
置
す
る
こ
と
が
条
例
に
定
め
ら
れ
、

比
自
岐
地
区
に
お
い
て
も
２
０
０
５
年
２

月
27
日
に
「
比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

発
足
後
、
比
自
岐
地
区
の
各
区
長
、
住

民
自
治
協
議
会
の
役
員
な
ど
が
中
心
と
な

っ
て
、「
比
自
岐
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、７
つ
の
柱
（「
企
画
交
流
の
促
進
」、「
福

祉
の
増
進
」、「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」、

「
教
育
文
化
の
充
実
」、「
産
業
振
興
の
促

進
」、「
生
活
環
境
の
保
全
」、「
交
通
の
確

保
・
促
進
」）に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
部
会（
企

画
交
流
、
福
祉
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育

文
化
、
産
業
振
興
、
生
活
環
境
、
交
通
）

を
設
置
し
、
各
部
会
で
具
体
的
な
事
業
の

検
討
を
行
い
、
各
分
野
の
計
画
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
各
部
会
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
農
林
業
を
生

か
し
た
交
流
事
業
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
）
に
取
り
組
む
と
い
う
発
足
時
の
大
き

な
方
針
に
基
づ
き
、
三
重
農
林
水
産
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
助
言
の
も
と
、
農

村
文
化
と
漁
村
文
化
の
交
流
と
い
う
こ
と

で
、
協
議
会
発
足
後
に
答
志
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の

活
動
に
相
互
が
参
加
す
る
な
ど
、
交
流
は

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
、
行
政
と
地
域

と
を
つ
な
ぐ
窓
口
が
住
民
自
治
協
議
会
に

一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
自

治
会
と
住
民
自
治
協
議
会
と
が
窓
口
と
し

て
並
立
し
て
い
る
状
態
で
し
た
が
、
一
本

化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
市
内
の
各
自
治

会
に
委
託
さ
れ
て
い
た
広
報
の
配
布
や
各

種
委
員
の
推
薦
な
ど
、
合
計
20
の
業
務
に

つ
い
て
は
伊
賀
市
と
住
民
自
治
協
議
会
と

の
協
定
に
基
づ
き
、
各
地
区
で
業
務
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
比
自
岐
地
区
に
お
い
て

も
、
事
業
や
各
種
委
員
会
の
あ
り
方
な
ど

を
検
討
し
、
活
動
内
容
が
重
複
し
て
い
た

も
の
を
住
民
自
治
協
議
会
の
部
会
活
動
に

組
み
入
れ
る
な
ど
の
見
直
し
も
図
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議
会

に
は
以
下
の
６
つ
の
部
会
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
自
治
会
部
会

行
政
と
の
協
定
に
基
づ
く
20
項
目
の
業

務
（
広
報
の
配
布
、
地
区
要
望
の
取
り

ま
と
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど

各
種
委
員
の
推
薦
等
）
の
実
施
。

・
企
画
交
流
部
会

地
区
内
住
民
交
流
の
た
め
の
事
業
や
、

農
村
文
化
と
漁
村
文
化
の
交
流
と
し
て

答
志
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
。

・
健
康
福
祉
部
会

高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し
老
人
の
健
康
促

進
、
世
代
間
交
流
活
動
、
健
康
促
進
事

業
な
ど
の
実
施
。

・
教
育
文
化
部
会

伝
統
芸
能
の
伝
承
、
生
涯
学
習
や
人
権

啓
発
活
動
な
ど
の
実
施
。

・
産
業
振
興
部
会

特
産
品
（
比
自
岐
ブ
ラ
ン
ド
）
の
開
発
、

農
業
体
験
を
含
む
近
郊
都
市
住
民
と
の

交
流
事
業
な
ど
の
実
施
。

・
生
活
環
境
安
全
部
会

環
境
美
化
の
推
進
、
防
災
設
備
点
検
や

防
災
訓
練
な
ど
の
実
施
。

　

こ
れ
ら
の
部
会
を
中
心
と
し
て
、
各
実

行
委
員
会
と
連
携
し
て
各
種
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
以
下
、
具
体
的
な
事
業
に
つ

い
て
主
な
も
の
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

・
ホ
タ
ル
祭
り

　

ホ
タ
ル
祭
り
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
企
画
交
流
部
会
、
生
活
環
境
安
全
部

会
が
連
携
し
て
毎
年
６
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
で
開
催
13
回
目
を
数
え
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
観
賞
が
で
き
る
き
れ
い
な
川

の
環
境
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
保
全

の
意
識
を
高
め
、
ホ
タ
ル
に
よ
る
地
域
お

こ
し
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
上
野
生
涯
学
習
推
進

会
議
「
上
野
ホ
タ
ル
の
会
」
の
協
力
も
得

て
、
河
川
敷
で
の
ホ
タ
ル
観
賞
や
環
境
に

関
す
る
講
演
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
地
区
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
光
景
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

・
比
自
岐
神
社
祇
園
祭

　

祇
園
踊
り
保
存
会
が
中
心
と
な
り
、
教

育
文
化
部
会
が
連
携
し
て
毎
年
７
月
の
第

４
日
曜
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
祭
り
の
中
で

披
露
さ
れ
る
「
比
自
岐
神
社
祇
園
踊
り
」

は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
歴
史
あ
る
踊
り
で
、
祭
り
衣
装

を
身
に
着
け
た
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
、

太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
踊
り
ま
す
。
か
つ
て

は
雨
乞
い
の
た
め
の
「
か
ん
こ
踊
り
」
だ

っ
た
も
の
が
、
現
在
の
よ
う
な
「
祇
園
踊

り
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
で
は
「
祇
園
さ
ん
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
お
り
、
祭
り
を
通
し
て
地
区
内

交
流
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
答
志

と
の
交
流
の
一
つ
と
し
て
、
祭
り
の
開
催

日
に
答
志
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
、
実

際
に
祇
園
踊
り
を
観
て
も
ら
う
機
会
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

・
憩
い
の
部
屋

　

健
康
福
祉
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。
憩
い
の
部
屋
は
、
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
２

０
１
２
年
３
月
に
開
設
さ
れ
、
現
在
休
校

中
の
小
学
校
空
き
教
室
を
利
用
し
て
毎
月

１
回
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
参
加
型
の
歌
教

室
や
ゲ
ー
ム
、
地
元
保
育
所
の
園
児
と
の

交
流
、
花
見
な
ど
の
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
等
、
様
々
な
催
し
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

・
コ
ス
モ
ス
祭
り

　

比
自
岐
地
区
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

大
き
な
地
域
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
住
民
自
治
協
議
会
も
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
地
区
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
10
月
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
20
回
目
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
転
作
田
や
休
耕
田
な
ど

を
利
用
し
て
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
し
、
田
園

景
観
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
区
住
民

や
近
郊
住
民
と
の
交
流
の
場
、
地
区
農
産

物
の
販
売
や
Ｐ
Ｒ
を
行
う
場
と
し
て
祭
り

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
開
催
に
向
け
て
、
年
間
通
し
て

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
祭
り
会
場
周
辺

の
整
備
や
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
、
収
穫
体

験
の
た
め
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
な
ど
、
地

区
住
民
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
地
区

全
体
で
イ
ベ
ン
ト
を
手
作
り
し
て
い
ま

す
。

　

祭
り
会
場
で
は
、
伊
賀
市
や
比
自
岐
地

区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
飲
食
店
な
ど
の
ブ
ー

ス
が
並
び
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜
の
販
売
、

農
協
に
よ
る
米
消
費
拡
大
の
啓
発
企
画
と

し
て
餅
つ
き
の
実
演
試
食
会
も
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
交
流
の
あ
る
答
志
の
方
に
も

来
て
い
た
だ
き
、
海
産
物
の
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
比
自
岐
地
区
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
、
毎
年
地
区
内
外
か

ら
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
地
区

の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
住
民
自
治
協
議
会
で

は
、
地
区
内
の
各
種
委
員
会
等
と
連
携
し

て
様
々
な
地
域
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た
も
の
は
一
部

で
あ
り
、
地
区
体
育
祭
や
納
涼
祭
り
な
ど

も
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
新
し
く
始
ま
っ

た
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
の
多
く
は
住
民
自
治
協
議
会
が
発

足
す
る
以
前
か
ら
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た

事
業
で
あ
り
、
以
前
か
ら
自
治
会
や
各
実

行
委
員
会
が
行
っ
て
い
た
事
業
に
住
民
自

治
協
議
会
が
関
わ
っ
て
現
在
ま
で
継
続
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
な
ど
の
形
態
が
変
わ
っ
て

も
同
じ
事
業
を
継
続
で
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
地
区
住
民
が
地
元
を
想
う
意
識

や
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
は
今
も
昔
も

変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

し
か
し
一
方
で
、
地
区
の
高
齢
者
の
割

合
が
40
％
を
超
え
て
い
る
な
か
、
今
後
は

活
動
の
継
承
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
活
動
の
継
続
に
つ
い
て
様
々
な

年
代
が
話
し
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
住
民

自
治
協
議
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
資
料
提
供　

比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議
会
）

　
ま
ち
づ
く
り
研
究
事
業
の
一
環
と
し

て
、
今
回
は
伊
賀
市
に
あ
る
比
自
岐
地
区

の
コ
ス
モ
ス
祭
り
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

10
月
14
日
（
日
）
比
自
岐
コ
ス
モ
ス
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
比
自
岐
地
区
で

は
、
転
作
田
や
遊
休
農
田
に
景
観
づ
く
り

と
し
て
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
し
て
お
り
、
見

頃
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
地
域

住
民
の
交
流
や
新
米
の
販
売
（
伊
賀
米
）、

地
元
物
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
環
境
保
全
向

上
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

祭
り
で
は
、
地
元
農
産
物
の
販
売
や
餅

つ
き
（
実
演
試
食
会
）
な
ど
様
々
な
催
し

物
が
あ
り
、
伊
賀
地
方
な
ら
で
は
の
手
裏

剣
打
ち
や
さ
つ
ま
い
も
掘
り
が
で
き
る
体

験
コ
ー
ナ
ー
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
や
よ
さ
こ
い
の
演

舞
、
比
自
岐
音
頭
愛
好
会
に
よ
る
踊
り
の

披
露
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
盛
大
と
な

り
ま
し
た
。

　

比
自
岐
地
区
は
、「
海
と
山
と
の
交
流
」

と
い
う
こ
と
で
鳥
羽
市
の
答
志
町
と
交
流

を
し
て
お
り
、
今
回
の
コ
ス
モ
ス
祭
り
に

も
答
志
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
答
志
の
ブ
ー
ス
で
は
、
地
元
で
獲
れ

た
サ
ザ
エ
や
ハ
マ
グ
リ
な
ど
海
産
物
の
販

売
が
あ
り
、
そ
の
場
で
焼
い
て
く
れ
る
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
答
志
か
ら
は
地

元
の
小
学
生
も
た
く
さ
ん
来
て
お
り
、
ブ

保
育
所
の
設
備
・
運
営
な
ど
の
分
野
別
に

自
治
体
の
制
定
状
況
や
課
題
と
、
東
京
都

内
の
自
治
体
に
お
け
る
条
例
制
定
や
権
限

移
譲
に
つ
い
て
事
例
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
か
ら
、

「
地
域
主
権
改
革
の
現
状
と
課
題
」
と
題

し
て
特
別
報
告
が
あ
っ
た
。

　

特
別
報
告
で
は
、
地
域
主
権
改
革
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
進
捗
状
況
、
第
１

次
一
括
法
、
第
２
次
一
括
法
の
概
要
と
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「『
義
務
・
枠
』

見
直
し
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
未
来
」
と
題

し
、
地
方
自
治
総
合
研
究
所
所
長
の
辻
山

幸
宣
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
香
川
大
学
法
学

部
教
授
の
三
野
靖
さ
ん
、
日
本
大
学
経
済

学
部
教
授
の
沼
尾
波
子
さ
ん
、
兵
庫
県
議

会
議
員
の
黒
田
一
美
さ
ん
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

地
域
主
権
一
括
法
の
施
行
に
伴
い
、
国

か
ら
地
方
公
共
団
体
に
権
限
が
移
譲
さ

れ
、
県
や
市
町
村
の
権
限
は
増
え
る
も
の

の
、
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
国
の
基
準
を
条
例
化
す
る
と

い
う
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
。
自
治
体
の

条
例
施
行
期
日
が
２
０
１
３
年
４
月
１
日

の
た
め
、
こ
の
12
月
が
本
格
的
な
条
例
制

定
の
時
期
に
な
る
が
、
地
域
ご
と
の
事
情

を
考
え
て
、
地
域
に
あ
っ
た
最
適
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
条
例
化
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
県
の
基

準
と
市
町
村
と
の
基
準
を
ど
の
よ
う
に
整

合
性
を
と
る
の
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
意
見
を
ふ
ま
え
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
し
て
は
、
地
域
に
最
適
な
基
準

を
決
定
す
る
に
は
地
域
住
民
の
意
見
を
聴

き
、
条
例
に
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

地元で採れた野菜を販売

海産物のバーベキューコーナー

コ
ス
モ
ス
祭
り

伊
賀
市
比
自
岐

ま
ち
づ
く
り
研
究
事
業

シンポジウム

「一括法条例化と
地域ガバナンス」

報  告

に
な
る
と
い
う
現
状
を
再
認
識
し
、
自
治

体
で
ど
の
よ
う
に
条
例
化
を
進
め
て
い
く

べ
き
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
。

　

一
括
法
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

し
て
は
、
２
０
１
１
年
４
月
28
日
に
第
１

次
一
括
法
が
成
立
し
、
義
務
付
け
・
枠
付

け
の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
と
し

て
、
公
営
住
宅
の
整
備
基
準
及
び
収
入
基

準
の
条
例
委
任
な
ど
41
法
律
の
改
正
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
８
月
26
日
に
第
２

次
一
括
法
が
成
立
し
、
基
礎
自
治
体
へ
の

権
限
移
譲
の
関
係
で
47
法
律
の
改
正
、
第

１
次
一
括
法
に
続
く
義
務
付
け
・
枠
付
け

の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
と
し
て

１
６
０
法
律
の
改
正
が
図
ら
れ
て
き
た
。

２
０
１
２
年
３
月
９
日
に
は
、
第
３
次
一

括
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
基
準
、
消
防
長
及
び
消

防
署
長
の
資
格
の
条
例
委
任
な
ど
69
法
律

の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

集
会
で
は
初
め
に
、
東
京
自
治
研
セ
ン

タ
ー
研
究
員
の
伊
藤
久
雄
さ
ん
か
ら
、「
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
係
る
条
例

制
定
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　

報
告
で
は
、
公
営
住
宅
の
入
居
基
準
や

　

９
月
11
日
、
東
京
・
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ

エ
フ
に
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
括
法
条

例
化
と
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

地
域
主
権
一
括
法
（
第
１
次
一
括
法
、

第
２
次
一
括
法
）
の
施
行
を
受
け
て
、
地

域
主
権
改
革
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

国
が
一
律
に
決
定
し
て
自
治
体
に
義
務
付

け
て
き
た
施
設
・
公
物
管
理
の
基
準
等
を
、

各
自
治
体
に
お
い
て
２
０
１
３
年
３
月
末

ま
で
に
条
例
化
し
て
自
ら
決
定
す
る
こ
と

ー
ス
は
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
取
り
組
み
と
し
て
、

伊
賀
市
ゆ
め
が
丘
に
て
毎
月
１
回
「
笑
み

の
市
」
を
開
催
し
、
地
元
で
採
れ
た
安
心
・

安
全
な
野
菜
や
農
産
加
工
物
の
販
売
を
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
も
答
志
島
か
ら
は
獲

れ
た
て
の
新
鮮
な
海
産
物
を
持
っ
て
き
て

販
売
し
、
農
村
・
漁
村
間
の
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
交
流
活
動
を
始
め
て
今
年

で
８
年
目
を
迎
え
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

今
後
も
末
永
く
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め

の
後
継
者
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
悩
み

も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特

性
を
活
か
し
、
お
互
い
の
良
き
資
源
を
提

供
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
め

ざ
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

り
、
同
時
に
、
自
治
体
に
か
か
る
財
政
負

担
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
、
単
純
な
コ
ス

ト
削
減
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
の
財
政
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
と
い
う
提
起

が
な
さ
れ
た
。
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比
自
岐
地
区
は
伊
賀
市
の
南
東
部
に
あ

り
、
比
自
岐
区
、
摺
見
区
、
岡
波
区
の
３

つ
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
四

方
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
特
有
の
気
候
条

件
に
よ
り
１
日
の
気
温
較
差
が
比
較
的
大

き
く
、
き
れ
い
な
水
に
恵
ま
れ
た
稲
の
生

育
に
適
し
た
地
域
で
、
集
落
内
を
木
津
川

の
支
流
比
自
岐
川
、
御
代
川
が
流
れ
る
自

然
豊
か
な
農
村
地
域
で
す
。
ま
た
、
伊
賀

市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
比
自
岐
神
社
祇
園
踊
り
」
な
ど
の
伝
統

文
化
が
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に

も
古
い
集
落
で
す
。

　

２
０
１
２
年
９
月
末
現
在
の
世
帯
数
は

１
８
９
世
帯
、
人
口
は
５
６
３
人
で
、
そ

の
う
ち
65
歳
以
上
の
人
口
は
２
３
０
人
、

比
率
と
し
て
40
・
９
％
で
、
高
齢
者
の
割

合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民

自
治
協
議
会
活
動
を
は
じ
め
、
地
区
内
事

業
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
方
の
高
齢
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
で
２
０
０
４
年
11
月
に
伊

賀
市
が
誕
生
し
、
自
立
し
た
ま
ち
の
実
現

の
た
め
、
同
年
12
月
に
市
の
憲
法
と
も
い

う
べ
き
「
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
で
は
、
住
民

自
ら
が
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
が

各
地
域
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
で
の
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
小
学
校
区
単

位
に
お
い
て
住
民
自
治
協
議
会
を
自
発
的

に
設
置
す
る
こ
と
が
条
例
に
定
め
ら
れ
、

比
自
岐
地
区
に
お
い
て
も
２
０
０
５
年
２

月
27
日
に
「
比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

発
足
後
、
比
自
岐
地
区
の
各
区
長
、
住

民
自
治
協
議
会
の
役
員
な
ど
が
中
心
と
な

っ
て
、「
比
自
岐
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、７
つ
の
柱
（「
企
画
交
流
の
促
進
」、「
福

祉
の
増
進
」、「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」、

「
教
育
文
化
の
充
実
」、「
産
業
振
興
の
促

進
」、「
生
活
環
境
の
保
全
」、「
交
通
の
確

保
・
促
進
」）に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
部
会（
企

画
交
流
、
福
祉
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育

文
化
、
産
業
振
興
、
生
活
環
境
、
交
通
）

を
設
置
し
、
各
部
会
で
具
体
的
な
事
業
の

検
討
を
行
い
、
各
分
野
の
計
画
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
各
部
会
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
農
林
業
を
生

か
し
た
交
流
事
業
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
）
に
取
り
組
む
と
い
う
発
足
時
の
大
き

な
方
針
に
基
づ
き
、
三
重
農
林
水
産
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
助
言
の
も
と
、
農

村
文
化
と
漁
村
文
化
の
交
流
と
い
う
こ
と

で
、
協
議
会
発
足
後
に
答
志
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の

活
動
に
相
互
が
参
加
す
る
な
ど
、
交
流
は

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
、
行
政
と
地
域

と
を
つ
な
ぐ
窓
口
が
住
民
自
治
協
議
会
に

一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
自

治
会
と
住
民
自
治
協
議
会
と
が
窓
口
と
し

て
並
立
し
て
い
る
状
態
で
し
た
が
、
一
本

化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
市
内
の
各
自
治

会
に
委
託
さ
れ
て
い
た
広
報
の
配
布
や
各

種
委
員
の
推
薦
な
ど
、
合
計
20
の
業
務
に

つ
い
て
は
伊
賀
市
と
住
民
自
治
協
議
会
と

の
協
定
に
基
づ
き
、
各
地
区
で
業
務
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
比
自
岐
地
区
に
お
い
て

も
、
事
業
や
各
種
委
員
会
の
あ
り
方
な
ど

を
検
討
し
、
活
動
内
容
が
重
複
し
て
い
た

も
の
を
住
民
自
治
協
議
会
の
部
会
活
動
に

組
み
入
れ
る
な
ど
の
見
直
し
も
図
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議
会

に
は
以
下
の
６
つ
の
部
会
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
自
治
会
部
会

行
政
と
の
協
定
に
基
づ
く
20
項
目
の
業

務
（
広
報
の
配
布
、
地
区
要
望
の
取
り

ま
と
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど

各
種
委
員
の
推
薦
等
）
の
実
施
。

・
企
画
交
流
部
会

地
区
内
住
民
交
流
の
た
め
の
事
業
や
、

農
村
文
化
と
漁
村
文
化
の
交
流
と
し
て

答
志
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
。

・
健
康
福
祉
部
会

高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し
老
人
の
健
康
促

進
、
世
代
間
交
流
活
動
、
健
康
促
進
事

業
な
ど
の
実
施
。

・
教
育
文
化
部
会

伝
統
芸
能
の
伝
承
、
生
涯
学
習
や
人
権

啓
発
活
動
な
ど
の
実
施
。

・
産
業
振
興
部
会

特
産
品
（
比
自
岐
ブ
ラ
ン
ド
）
の
開
発
、

農
業
体
験
を
含
む
近
郊
都
市
住
民
と
の

交
流
事
業
な
ど
の
実
施
。

・
生
活
環
境
安
全
部
会

環
境
美
化
の
推
進
、
防
災
設
備
点
検
や

防
災
訓
練
な
ど
の
実
施
。

　

こ
れ
ら
の
部
会
を
中
心
と
し
て
、
各
実

行
委
員
会
と
連
携
し
て
各
種
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
以
下
、
具
体
的
な
事
業
に
つ

い
て
主
な
も
の
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

・
ホ
タ
ル
祭
り

　

ホ
タ
ル
祭
り
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
企
画
交
流
部
会
、
生
活
環
境
安
全
部

会
が
連
携
し
て
毎
年
６
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
で
開
催
13
回
目
を
数
え
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
観
賞
が
で
き
る
き
れ
い
な
川

の
環
境
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
保
全

の
意
識
を
高
め
、
ホ
タ
ル
に
よ
る
地
域
お

こ
し
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
上
野
生
涯
学
習
推
進

会
議
「
上
野
ホ
タ
ル
の
会
」
の
協
力
も
得

て
、
河
川
敷
で
の
ホ
タ
ル
観
賞
や
環
境
に

関
す
る
講
演
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
地
区
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
光
景
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

・
比
自
岐
神
社
祇
園
祭

　

祇
園
踊
り
保
存
会
が
中
心
と
な
り
、
教

育
文
化
部
会
が
連
携
し
て
毎
年
７
月
の
第

４
日
曜
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
祭
り
の
中
で

披
露
さ
れ
る
「
比
自
岐
神
社
祇
園
踊
り
」

は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
歴
史
あ
る
踊
り
で
、
祭
り
衣
装

を
身
に
着
け
た
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
、

太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
踊
り
ま
す
。
か
つ
て

は
雨
乞
い
の
た
め
の
「
か
ん
こ
踊
り
」
だ

っ
た
も
の
が
、
現
在
の
よ
う
な
「
祇
園
踊

り
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
で
は
「
祇
園
さ
ん
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
お
り
、
祭
り
を
通
し
て
地
区
内

交
流
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
答
志

と
の
交
流
の
一
つ
と
し
て
、
祭
り
の
開
催

日
に
答
志
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
、
実

際
に
祇
園
踊
り
を
観
て
も
ら
う
機
会
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

・
憩
い
の
部
屋

　

健
康
福
祉
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。
憩
い
の
部
屋
は
、
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
２

０
１
２
年
３
月
に
開
設
さ
れ
、
現
在
休
校

中
の
小
学
校
空
き
教
室
を
利
用
し
て
毎
月

１
回
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
参
加
型
の
歌
教

室
や
ゲ
ー
ム
、
地
元
保
育
所
の
園
児
と
の

交
流
、
花
見
な
ど
の
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
等
、
様
々
な
催
し
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

・
コ
ス
モ
ス
祭
り

　

比
自
岐
地
区
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

大
き
な
地
域
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
住
民
自
治
協
議
会
も
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
地
区
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
10
月
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
20
回
目
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
転
作
田
や
休
耕
田
な
ど

を
利
用
し
て
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
し
、
田
園

景
観
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
区
住
民

や
近
郊
住
民
と
の
交
流
の
場
、
地
区
農
産

物
の
販
売
や
Ｐ
Ｒ
を
行
う
場
と
し
て
祭
り

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
開
催
に
向
け
て
、
年
間
通
し
て

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
祭
り
会
場
周
辺

の
整
備
や
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
、
収
穫
体

験
の
た
め
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
な
ど
、
地

区
住
民
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
地
区

全
体
で
イ
ベ
ン
ト
を
手
作
り
し
て
い
ま

す
。

　

祭
り
会
場
で
は
、
伊
賀
市
や
比
自
岐
地

区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
飲
食
店
な
ど
の
ブ
ー

ス
が
並
び
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜
の
販
売
、

農
協
に
よ
る
米
消
費
拡
大
の
啓
発
企
画
と

し
て
餅
つ
き
の
実
演
試
食
会
も
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
交
流
の
あ
る
答
志
の
方
に
も

来
て
い
た
だ
き
、
海
産
物
の
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
比
自
岐
地
区
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
、
毎
年
地
区
内
外
か

ら
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
地
区

の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
住
民
自
治
協
議
会
で

は
、
地
区
内
の
各
種
委
員
会
等
と
連
携
し

て
様
々
な
地
域
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た
も
の
は
一
部

で
あ
り
、
地
区
体
育
祭
や
納
涼
祭
り
な
ど

も
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
新
し
く
始
ま
っ

た
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
の
多
く
は
住
民
自
治
協
議
会
が
発

足
す
る
以
前
か
ら
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た

事
業
で
あ
り
、
以
前
か
ら
自
治
会
や
各
実

行
委
員
会
が
行
っ
て
い
た
事
業
に
住
民
自

治
協
議
会
が
関
わ
っ
て
現
在
ま
で
継
続
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
な
ど
の
形
態
が
変
わ
っ
て

も
同
じ
事
業
を
継
続
で
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
地
区
住
民
が
地
元
を
想
う
意
識

や
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
は
今
も
昔
も

変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

し
か
し
一
方
で
、
地
区
の
高
齢
者
の
割

合
が
40
％
を
超
え
て
い
る
な
か
、
今
後
は

活
動
の
継
承
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
活
動
の
継
続
に
つ
い
て
様
々
な

年
代
が
話
し
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
住
民

自
治
協
議
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
資
料
提
供　

比
自
岐
地
区
住
民
自
治
協
議
会
）

保
育
所
の
設
備
・
運
営
な
ど
の
分
野
別
に

自
治
体
の
制
定
状
況
や
課
題
と
、
東
京
都

内
の
自
治
体
に
お
け
る
条
例
制
定
や
権
限

移
譲
に
つ
い
て
事
例
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
か
ら
、

「
地
域
主
権
改
革
の
現
状
と
課
題
」
と
題

し
て
特
別
報
告
が
あ
っ
た
。

　

特
別
報
告
で
は
、
地
域
主
権
改
革
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
進
捗
状
況
、
第
１

次
一
括
法
、
第
２
次
一
括
法
の
概
要
と
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「『
義
務
・
枠
』

見
直
し
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
未
来
」
と
題

し
、
地
方
自
治
総
合
研
究
所
所
長
の
辻
山

幸
宣
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
香
川
大
学
法
学

部
教
授
の
三
野
靖
さ
ん
、
日
本
大
学
経
済

学
部
教
授
の
沼
尾
波
子
さ
ん
、
兵
庫
県
議

会
議
員
の
黒
田
一
美
さ
ん
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

地
域
主
権
一
括
法
の
施
行
に
伴
い
、
国

か
ら
地
方
公
共
団
体
に
権
限
が
移
譲
さ

れ
、
県
や
市
町
村
の
権
限
は
増
え
る
も
の

の
、
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
国
の
基
準
を
条
例
化
す
る
と

い
う
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
。
自
治
体
の

条
例
施
行
期
日
が
２
０
１
３
年
４
月
１
日

の
た
め
、
こ
の
12
月
が
本
格
的
な
条
例
制

定
の
時
期
に
な
る
が
、
地
域
ご
と
の
事
情

を
考
え
て
、
地
域
に
あ
っ
た
最
適
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
条
例
化
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
県
の
基

準
と
市
町
村
と
の
基
準
を
ど
の
よ
う
に
整

合
性
を
と
る
の
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
意
見
を
ふ
ま
え
、
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
し
て
は
、
地
域
に
最
適
な
基
準

を
決
定
す
る
に
は
地
域
住
民
の
意
見
を
聴

き
、
条
例
に
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

に
な
る
と
い
う
現
状
を
再
認
識
し
、
自
治

体
で
ど
の
よ
う
に
条
例
化
を
進
め
て
い
く

べ
き
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
。

　

一
括
法
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

し
て
は
、
２
０
１
１
年
４
月
28
日
に
第
１

次
一
括
法
が
成
立
し
、
義
務
付
け
・
枠
付

け
の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
と
し

て
、
公
営
住
宅
の
整
備
基
準
及
び
収
入
基

準
の
条
例
委
任
な
ど
41
法
律
の
改
正
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
８
月
26
日
に
第
２

次
一
括
法
が
成
立
し
、
基
礎
自
治
体
へ
の

権
限
移
譲
の
関
係
で
47
法
律
の
改
正
、
第

１
次
一
括
法
に
続
く
義
務
付
け
・
枠
付
け

の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
と
し
て

１
６
０
法
律
の
改
正
が
図
ら
れ
て
き
た
。

２
０
１
２
年
３
月
９
日
に
は
、
第
３
次
一

括
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
基
準
、
消
防
長
及
び
消

防
署
長
の
資
格
の
条
例
委
任
な
ど
69
法
律

の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

集
会
で
は
初
め
に
、
東
京
自
治
研
セ
ン

タ
ー
研
究
員
の
伊
藤
久
雄
さ
ん
か
ら
、「
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
係
る
条
例

制
定
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　

報
告
で
は
、
公
営
住
宅
の
入
居
基
準
や

　

９
月
11
日
、
東
京
・
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ

エ
フ
に
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
括
法
条

例
化
と
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

地
域
主
権
一
括
法
（
第
１
次
一
括
法
、

第
２
次
一
括
法
）
の
施
行
を
受
け
て
、
地

域
主
権
改
革
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

国
が
一
律
に
決
定
し
て
自
治
体
に
義
務
付

け
て
き
た
施
設
・
公
物
管
理
の
基
準
等
を
、

各
自
治
体
に
お
い
て
２
０
１
３
年
３
月
末

ま
で
に
条
例
化
し
て
自
ら
決
定
す
る
こ
と

り
、
同
時
に
、
自
治
体
に
か
か
る
財
政
負

担
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
、
単
純
な
コ
ス

ト
削
減
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
の
財
政
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
と
い
う
提
起

が
な
さ
れ
た
。


